
A エジプト神話に出てくる神様の名前 
B （毛の色が）ふかみどり色という意味 
C 岩山という意味 

問2 日本最大（全長）のオオサンショウウオの全長は？  

安佐動物公園を隅から隅まで知っていないと解けないだけでなく、
動物や自然環境の知識もないと解けないかもしれません。 

問1 アヌビスヒヒのアヌビスとはどういう意味？ 

答え          

答え          

答えは動物園の出口にあります。鉛筆をかりた人はそこで返してください。 

 

cm          

問3 ダチョウの片方の脚を 
   指の数がわかるように 
   図をかいてください。 

図で解答                 

問4 クロサイは体に毛が生えてい

ないよう見えますが、よく見る
と全身にまばらに生えていま
す。特に目立つ部分を最低２
か所、図に書き込んでください。 

A 動物の血液を食べる（飲む） 
B 尾膜（後肢間の被膜）から尾が突き出ている 
C ほかのコウモリに比べ、高速で飛ぶ 
D 広島市の市街地にも生息する 答え          

問5 オヒキコウモリの特徴で間違っているものはどれ？ 



問9 エリマキキツネザルの 
   体の模様を描いてください。  

問10 世界には現生のトラが 
    6亜種います。 

すべて答えてください。 

問7 英語でraccoon dogと呼ばれる動物はなんでしょう？ 
                           

答え          

問6 テンジクネズミは漢字で「天竺鼠」と書きますが、野生の生息
地はどこでしょう？  

答え          

答え          

問8 タンチョウの頭の赤い部分は何で出来ている？ 

答え          

A ニワトリのとさかのような皮膚で出来ている 
B 赤く短い羽根が生えている 
C 植物の色素を頭にぬりつけている 

A インド  
B 中国  
C 南米 



答3 

答2 150.5ｃｍ  

答5 A 動物の血液を食べる（飲む） 

答1 A エジプト神話に出てくる神様の名前 

答4  

答えと解説 

 アヌビス神とはエジプト神話に出てくる冥界の神
で、ジャッカル（イヌの仲間）の顔をしています。一
方アヌビスヒヒは、別名ドグエラヒヒといい、ドッグ
（イヌ）のようなヒヒという意味です。顔がイヌのよ
うだということで、この名が付きました。ちなみに英
語ではOlive Baboon（オリーブバブーン：オリーブ
色をしたヒヒ）と呼ばれます。 

 動物科学館１階に展示しているオオサンショウウオはこれまでに記録のあるものの
中では最大の全長で、体重は27.6㎏です。ちなみに体重が日本記録最大のものは
44.3㎏です。オオサンショウウオ（属）は世界最大の両生類で、日本、中国に生息し、
特に中国に生息するチュウゴクオオサンショウウオは170cmほどに成長します。 

ダチョウは進化の過程で指の本
数を減らしました。地面につく面
積が小さいほど、少ないエネル
ギーで速く走れます。 

 コウモリというと「血を吸う」というイメージがありますが、世界に約980種いるコウモリ
のうち、血を吸うのは南米に生息するチスイコウモリの仲間3種のみで日本には生息
しません。日本に生息する35種のコウモリのうち、果実を食べる2種を除くすべてが昆
虫やクモなどを食べています。 

  クロサイにはよく目立つもので尾の先、耳の先、
まつ毛に毛が生えています。他にも角の付け根、
鼻先、耳の中、爪の付け根にも生えています。す
べての哺乳類には必ず毛が生えており、一見して
毛のないような、ゾウ、カバにもちゃんと生えてい
ます。 

 アヌビスヒヒ    アヌビス神 
             ウィキペディアより 

   のどれか２つで正解 

左脚。指は2本。                 



答8  A ニワトリのとさかのような皮膚で出来ている 

答9  答10  
・アムールトラ 
  （シベリアトラ） 
・ベンガルトラ 
・アモイトラ 
  （カナントラ） 
・インドシナトラ 
・マレートラ 
・スマトラトラ 

答7 タヌキ 

答6 C 南米 

 天竺とはインドのことですが、日本では「南蛮」や「唐」などと同じように「異国」「外国」
といった意味があります。実際にはアンデスなどの南米に生息し、現地の人々に食用
として飼育されていたものが、ヨーロッパ経由で日本に伝わったとされます。 

 タヌキは極東アジア固有の動物のため、
英語の名前がありません。raccoonはアライ
グマ、dogはイヌという意味で、「アライグマ

のようなイヌ」と呼ばれます。タヌキは顔や
体型がアライグマに似ていますが、イヌに
近い仲間です。 

 エリマキキツネ 
ザルは白と黒の 
ツートンカラーで 
大変美しいサルです。おなかの毛も黒く、
早朝にはこの黒いおなかを太陽の方向
に向けて、夜に冷えた体を温めます。 

 アジアに分布するトラは熱帯から寒帯ま
で様々な環境で生息しています。一般に
恒温動物の同種内では寒い地域に生息
するものほど体が大きくなるといわれてい
ます（トラの場合、スマトラトラよりもア
ムールトラのほうが大きい。ニホンジカの
場合、ホンシュウジカよりもエゾシカの方
が大きい）。これをベルグマンの法則とい
います。 

 ホンドタヌキ       アライグマ 

 タンチョウとは漢字で「丹頂」と書き、頭のてっぺんが赤いという意味で、この鳥の大き
な特徴を表しています。この赤い部分は皮膚が粒状に膨れたもので、血管が通ってい
ます。雄も雌も一年中赤いですが、特に繁殖期にはより赤くなります。また、元気がなく
なると少し白っぽくなります。 
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